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気候変動対策

「革新的技術創造戦略」における「革新的技術」の選定要件に基づき、IPCC第4次評価報告書の緩和における部門及び

 
適応における主要な影響別に整理して、基礎研究・基盤技術開発の観点から、将来、社会・経済に大きな波及効果をも

 
たらす技術を提示。

○革新的太陽光発電○高効率天然ガス火力発電

○先進的原子力発電 ○炭素回収貯留○超伝導高効率送電

エネルギー
供 給

○バイオマスからの輸送用代替燃料○高度交通システム

○燃料電池自動車 ○プラグインハイブリッド・電気自動車
運 輸

○省エネ型情報機器・システム

○省エネ住宅・ビル ○次世代高効率照明 ○定置用燃料電池

○超高効率ヒートポンプ ○HEMS/BEMS/地域レベルEMS建築物

○バイオカバー ○バイオフィルター
廃棄物
管 理

○革新的材料・製造・加工技術 ○革新的製鉄プロセス産 業

○作物収穫高の増加農 業

○再生可能エネルギー○高効率・ゼロエミッション石炭火力発電
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各主要な影響の
評価

各主要な影響に対する
適応策

適
応

主要な影響
○地球観測・気候変動の監視

○地球の将来予測モデル

○観測データ処理・気候変動シミ
ュレーション用情報システム

林 業
○バイオマスの生産性及び炭素吸収量の向上

○土地利用変化のマッピング○植生・土壌の炭素貯留可能量の分析
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情報通信分野
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